
令和6年3月8日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
４：「おおむねできた」と全学校運営協議員が回答し
た。
３：８０％以上の学校運営協議員が回答した。

２：６０％以上の学校運営協議員が回答した。

１：６０％未満であった。

1:
60％
未満

D

4

【取組】
・ALTと児童が楽しくコミュニケーショ
ンを取りながら行っている。
・国語は言語活動を充実させるため
辞書引き学習に力を入れ、算数で
は、基礎・基本の定着を図るためノー
ト指導や展開の工夫を行った。社会
では、問題解決的学習で思考力を高
め、理科は、授業展開を統一化し、予
想を立て、実験や観察の結果から考
察しまとめさせる体験的学習を行っ
た。
・ICT機器を活用した授業では、ス
クールタクトなどを活用し、視覚化し
たり共有化したりすることで理解が深
まった。
・大田区人権協力推進校として「いじ
め撲滅宣言」「平和学習」「同和問題」
「LGBTQ講演会」「地域と考える人権
展」などを実施。
・なわとびを年間を通して実施し、体
力向上月間を設けるなど児童の体力
向上に取り組んでいる。
【改善策】
・外国語教育は、児童が興味をもって
楽しく学習に取り組めるようにALTと
連携し教材やゲームの工夫を行う。
・タブレットについては、年度当初に
使用のきまりを周知徹底する。
・改築事業を踏まえた取組を「チーム
入二」と協働しながら行って行く。

A

12 ・人権教育研究協力校として、地域と考える人権展を開催して
いる。継続した取組が子どもたちに浸透し、人権意識がはぐく
まれていると感じる。
・ALTと児童にコミュニケーションをとらせながら語学教育に注
力していることは評価できる。また、人権教育研究協力校とし
ても「いじめ撲滅宣言」「平和学習」「同和問題」「LGBTQ」な
ど、昨今の問題に注視しての教育指導は評価できる。
・タブレットの活用により、学習に取り組む意欲が出ていた。
・児童が興味をもって楽しく学習に取り組めるようにする工夫
をさらにお願いしたい。
・なわとびの取組は大変良いと思う。大なわなどでチームワー
クを育てるのも良いと考える。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
3:
７0％
以上
８0％
未満

B

1

C

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

3

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

児童アンケートで「タブ
レットを使って、授業に
生かすことができる」と
肯定的に評価した割
合。

4:
80％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

4

【取組】
・小中一貫教育の日において、「挨
拶・時間・言葉遣い」を統一指導とし
ている。本校では特に進んで挨拶を
する児童が多い。
・道徳授業地区公開講座では、いじ
めに関する授業を公開し、スクールカ
ウンセラーによる講演会を行った。
・学校生活調査（メンタルヘルスチェッ
ク）を実施し、必要に応じて児童との
面談を行い、状況に応じてスクールカ
ウンセラーと繋げることができた。
・学校いじめ防止基本方針に沿って、
いじめや命に関する授業を行い「いじ
め撲滅宣言」を各学級で作り児童集
会で発表した。
・金曜日に行う生活指導夕会で、いじ
めや問題行動・不登校児童について
情報共有を行うことができた。また、
必要に応じて校内委員会（ケース会
議）を実施した。
【改善策】
・不登校など配慮を要する児童につ
いて、校内委員会を外部関係機関と
連携し計画的に実施する。

3

3

2

4

【取組】
・年間３回の学校公開を実施し、保護
者や学校運営協議会からの意見を
受け入れ、授業改善に努めている。
・今年度も、年間１０回以上のOJTを
実施し、そこでの学びを授業に生か
すことができている。
・各種研究発表会に参加し、伝達研
修を行った。
・計画通り校内委員会を実施。その
他にも臨時的に開催したことで特別
支援教育を推進することができた。
・水曜日４時間授業を実施し、定時退
勤日としたことで教職員の勤務時間
の改善に繋げている。
【改善策】
・教員の意識改革と計画的な働き方
を推進していく。

3:
80％
以上
9０％
未満

2:
70％
以上
80％
未満

1:
70％
未満

3

4

4

4

4

3

1:
70％
未満

・生活指導夕会においてサポートルーム教員と学級担任が連
携を深め、一人ひとりの子どもの児童理解や支援を校内で一
体となって進める仕組みができていると感じている。
・いじめに関する授業を提案し、「組織対応ができた」と全教員
が答えられたことが、子どもの自己肯定感・自己有用感など
の向上につながったと思う。また、専門知識を有するスクール
カウンセラーの導入もよかった。
・今年度、数回程度朝の見守りをお手伝いしたが、朝の挨拶
の声掛けには、少々驚かされた。子どもたちの反応が素晴ら
しく、きちんと相手の目を見て返事のできる児童のなんと多い
ことか。大人が見習わなければいけない程、しっかりとした挨
拶のできる児童もおり、まさに自己肯定感や自己有用感を高
められた効果の現れではないだろうか。
・不登校児童への家族を含めたサポートを行い、少しずつ改
善をしている。
・挨拶は素晴らしく向上している。
・おいしい給食を楽しんで食べる工夫を続けてほしい。

・校舎の改築により、子どもたちの遊び・運動の場が制限され
ているが、安全に配慮しながら工夫し、充実した活動が継続し
ていかれることを期待する。
・校舎改築事業に伴い、校庭使用が制限される中、なわとび
等を取り入れ、狭い場所でも身体を動かし、体力維持を図る
努力や「食」についても試行錯誤しながら努力していることは
評価できる。体力向上につながったと思った。
・朝遊びやふれあいタイム等で体を動かすことの楽しさを知
り、外部団体を招くことで、さらにスポーツへの関心を図ってい
た。
・「早寝・早起き・朝ごはん」は成長が著しい小学生に一番重
要である。さらなる強化をしてほしい。
・子どもが見やすいように来校者のネームプレート大判化(A5
くらい）を提案したい。

・計画的にOJTの時間を確保し、先生方が自主的に学び合う
職場環境ができていることは素晴らしいと思う。
・「魅力ある教育環境づくり」に欠かせない教員の時間外在校
時間を検討すべきだと思う。
・今年度10回以上のOJTを行い、実践されたことは意義のあ
ることだったと思う。
・今年度、学区内町会として、初めて学習支援の手助けをする
ことができたのは、大変有意義な経験となった。３年生の防災
に関する授業支援により身近な市民消火隊についてインタ
ビュー収録を実施した。このような取組や関りをさらに増やし
ていくことで、児童は地域を知り地域はより学校を知る相互理
解深まると思う。
・今年度のように学校公開日だけでなく、様々な地域交流を深
める授業が一層増えていくことを期待する。
・授業力向上のために研修等で研究をし、授業に生かすこと
を意識されていた。
・教員の負担を和らげ、意識改革などにつなげてほしい。
・「チーム入二」　が発足して、学校全体に活動が広がるまでも
うひと頑張りだと思う。様々な取組みの結実を期待したい。

4

4

・個人面談を通して家庭と学校が課題を共有し、連携して学力
の向上に努める仕組みができている。さらに取り組みを進め
ていきたい。
・児童一人ひとりの意欲と能力を配慮しながら、基礎・基本の
定着を図る教育体制は評価できる。
・辞書引き学習の時間をもっと増やせないだろうか。正に紙の
スマホとして、もっと身近さや手軽さを子どもたちに感じとって
もらい、学習意欲向上につなげられたら、より効果的ではない
だろうか。
・補習授業の実施により、個々の学習理解が高まって来てい
る。
・楽しく分かる授業の工夫が大事だと思うので今後も進めて
いってほしい。
・基礎学力の定着が大切と思う。特に算数と国語は大切であ
る。算数は九九やドリルなどの反復学習を楽しんで取り組め
る工夫があるとよいと思う。国語は読書、低学年は漫画でも入
り口としてはよいかと思う。先ずは、書き手の思いを組み取れ
るようになってほしい。

【取組】
・個人面談を行い、保護者に児童の
学習の様子やつまずきを伝えた。
・算数は、ノート指導や体験的な活動
展開をしたことで理解が深まってきて
いる。
・学力効果測定の結果から児童の成
果と課題を分析し、授業改善推進プ
ランを作成して授業に生かすようにし
た。
・補習の内容については、現在、各学
年の授業で行われている単元を学習
させた。少人数指導や個別指導を行
うことで理解が高まってきている。
・辞書引き学習を取り入れた。年間２
回の漢字検定を実施。
【改善策】
・学力効果測定を基に作成した授業
改善推進プランの共通理解と、楽しく
分かる授業展開の工夫を強化してい
く。

11

2

A

B

C

D

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・英語の補習を
実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

教員の月当たりの時間外在校時間が４５
時間を超える現状を改善できるように計画
的に仕事を進め、一人一人の意識改革と
校務分担の在り方を見直す。

体育的行事、朝遊び、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

D

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

3

3

A

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

C

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

A

B

大田区漢字検定や東京ベーシックドリルを
実施し、基礎・基本の着実な定着に努め
る。

1:
65％
未満

3

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3

「コミュニティ・スクール」を開設し、様々な
人が交わり、参加することで学校を核とし
た新たなコミュニティ創出の仕組みをつく
る。また、地域住民の連携や地域活動の
発展へと繋げる。

4

3

2:
70％
以上
80％
未満

1:
70％
未満

地域学校協働本部「チーム入二」と連携す
るなどして、地域力を生かした特色ある教
育活動を実践する。

B

4

3:
80％
以上
90％
未満

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

C

D

【取組】
・ホームページは、昨年度よりさらに
計画的に更新することができた。ま
た、緊急時には保護者配信メールを
活用して情報を発信している。
・「学校運営協議会」を年間を通して
開催し、学校の状況、児童の様子を
報告すると共に、助言をいただいて
日々の教育活動に生かすことができ
ている。
・地域学校協働本部「チーム入二」
は、わくわくスクールの計画や授業ボ
ランティアなど教育活動の支援の輪
を広げることができている。
・４月に「コミュニティ・スクール」を開
設し、保護者・地域に周知活動を行
い学校教育への参加が増えてきてい
る。
【改善策】
・コミュニティスクールの周知と理解を
一層深める手立てを考え、学校の教
育活動に参画してもらうことで地域と
ともにある学校を目指す。

・コミュニティ・スクールを開設し、地域の力を積極的に学校に
取り入れようとしている。地域に浸透させ、さらに充実した仕
組みにさせていただきたい。
・コミュニティ・スクールを開設し、地域や保護者とも連携する
教育環境や教員の就労改善にも効果的だと思う。今後も周知
活動を粘り強く実施することが必要だと思う。
・地域と一体となって児童の成長を見守り、その考えを地域に
伝える活動を行われていた。
・コミュニティ・スクールの周知と理解を一層深められるように
協力したい。
・「チーム入ニ」をはじめとするコミュニティ・スクールの施策に
ついて地域側にはまだ戸惑いがあるように感じられる。地域
の反応が今一つ鈍いのは、学校からの情報発信が不足して
いるからではないだろうか。コロナ禍によって、新たなことに取
り組むのが億劫になってしまった高齢者が多い地域性を考え
ると拙速に結果を求めようとせず、時間をかけながら、地盤固
めすることが重要ではないか。立ち上げて見えてきた反省点
なので、来年度以降、改善していけばよい。
・地域の皆様が真剣に学校、子ども、そして子どもたちの生活
環境などを考えて実行して行くことは、とても素晴らしいことだ
と思う。私もその一人として頑張りたい。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

11

2

学校運営協議会は、学校と保護者及び地域住
民との連携・協働を推進し、子どもたちを見守り
育てていく教育環境と特色ある学校づくりに参
画し、地域とともにあり、信頼される学校づくり
に資する。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄

12

1

令和５年度　大田区立入新井第二小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

学校規模・・・児童数６７１名　学級数学２２級　サポートルーム（特別支援教室）拠点校
目指す学校像…学力・心・身体がバランスよく成長している健康な子どもが育つ学校
校内研究テーマ・・・「基礎・基本の学力を身に付けるための授業づくり～学級経営の充実と国語科・算数科の学習習慣の確立を目指して～ 」
★今年度、コミュニティ・スクールを設置することにより、学校と地域が協力して子どもたちのために教育環境を整え「地域とともにある学校」を目指すことを目的とする。

保護者の学校評価アン
ケートの設問「学校は、
子供の人権を尊重する
姿勢で指導している」
に肯定的評価をしてい
る割合

保護者の学校評価アン
ケートの設問「学校だ
よりやホームページ、
緊急メールによって、
保護者として知りたい
情報が伝えられてい
る。」に肯定的評価をし
た割合

目標に対する成果指標

2:
６0％
以上
７0％
未満

4:
80％
以上

3

13

12

B

3:
80％
以上
90％
未満

2:
70％
以上
80％
未満

4:
90％
以上

4:
85％
以上

3:
75％
以上
85％
未満

2:
65％
以上
75％
未満

2:
60％
以上
70％
未満

1:
60％
未満

B

【取組】
・年間２回「早寝・早起き・朝ごはん」
月間の取組を通して、望ましい生活
習慣についての意識啓発を行うこと
ができた。
・栄養士が毎日出している児童向け
「給食室から」や保護者向け「給食だ
より」で食育を行い、給食試食会も実
施することができた。
・なわとびの年間指導、朝遊び、ふれ
あいタイム、マラソン体力向上月間を
実施。運動会、ダブルダッチ実演会な
ど運動習慣の推進を行った。

【改善策】
・新校舎改築事業に伴い、校庭使用
が制限されるが、なわとびなどの年
間指導を通して児童の体力を維持で
きる取組を考える。

保護者の学校評価アン
ケートの設問「子供は、
安全に関する知識を理
解し、対応の仕方を身
に付けている」に肯定
的評価をした割合

保護者の学校評価アン
ケートの設問「子供は、
進んで体力向上に努め
ている」に肯定的評価
をした割合

A

保護者の学校評価アン
ケートの設問「教師は
学力を身に付けさせる
ために授業の工夫をし
ている」に肯定的評価
をした割合

1

C

D

4:
90％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

C

A

4:
90％
以上

D

3:
70％
以上
80％
未満


